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粘度計を開発した。開発した回転粘度計は，外筒の回転数範囲0.007--500rpm，トルクの感度約 2 x 10- 7Nm となり，
高感度のトルク測定が実現できた。
3種類のそれぞれ特色のある系で，回転粘度計を用いたレオロジー測定を中心として depletion凝集の研究を行った。
(1) hydroxypropyl cellulose (HPC) はポリスチレンラテックスの表面への親和性が高く一旦吸着させると脱着が
ほとんど起こらないという特徴があるので， HPCを飽和吸着したポリスチレンラテックス分散系に，さらに，加えられ




(2) 表面電荷密度を高くしたラテックス(粒径 170nm) を用い，高分子電解質 sodium polystyrene -sulfate によ
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depletion 凝集のあまり深くないポテンシャル極小によるものと，塩による凝集の 1 次極小での強い相互作用によるも
のの差を反映したものとなった。また，塩による凝集では最大粘度は凝集をコントロールする塩濃度にあまり依存しな
いが depletion 凝集では高分子濃度に依存する。さらに，凝集速度については，塩による凝集では塩濃度に極めて敏感
であるが， depletion 凝集では高分子濃度にはあまり敏感ではないということが分かった。
depletion 凝集は，高分子の大きさのみを問題とする作用に起因しているため，普遍的に生じる現象であると予想で
きるものである。本研究では，非水分散系や，高分子で吸着安定化された分散系，さらに，高分子電解質を含む分散系に
おいても凝集が引き起こされることが明らかになり， depletion凝集の普遍性が確認された。また， depletion効果によ
る凝集は高ずり速度で破壊されるような，弱い凝集であることと，再現性のある可逆凝集であることを，レオロジー的
に示すことがちきた。 depletion凝集の可逆性は理論的研究への適用に都合が良く，分散系のレオロジー的性質を定量
的に，また，構造と関連させて研究する上で，本研究の進展は重要である。
論文審査の結果の要旨
微粒子の濃厚懸濁液に高分子が共存すると，成分間に何等の積極的な相互作用が存在しないにも関わらず凝集が生ず
る事例がある。菜嶋君は，この場合に働く枯渇凝集効果の実験的検討に初めて本格的に取り組み，この対象に適合した
回転粘度計を中心とした測定システムを開発して，枯渇凝集の特性を積極的な相互作用による凝集と対比させて明確に
した。博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認められる。
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